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（事例3）　化学工業
　　　　　　 ‒ 労使が一致協力して労働災害防止に対する気運が高まる ! ‒

1　規模

     109 名 ( 全社 121 名 )

2　リスクアセスメント等実施体制

3　リスクアセスメント等導入時期

4　リスクアセスメント等導入のきっかけ

  　平成 18 年の労働安全衛生法の改正に伴い導入を決定

5　 「危険性又は有害性の特定」で成功した事例又は苦労 ( 失敗 ) した事例

 　〈成功した事例〉

　　改めて危険性又は有害性の特定を実施することにより、今まで意識してい

　なかった、内在する危険性及び有害性を掘り起こし、洗い出すことができま

　した。

 　〈失敗した事例〉

　(1)　一度に全ての職場を対象にリスクアセスメントを実施したために、リス

　　クアセスメント事務局の業務がパニック状態になりました。

　(2)　リスクアセスメントについての教育が十分でなかったため、職場によっ

　　てはリスク評価等に著しいバラつきがみられました。

6 　「リスクの見積り」で成功した事例又は苦労 ( 失敗 ) した事例

 　〈成功した事例〉

　　リスクの見積もりにより優先順位が明確となり、効率、効果的に各設備及

実施体制 役職等

統括管理 代表取締役

実施管理 安全管理者、衛生管理者、職長

作業指揮 衛生管理者、職長

開始年月日 実施内容

平成 16 年 6 月 リスクアセスメントの取組開始

平成 18 年 労働安全衛生マネジメントシステム構築を計画

平成 19 年 4 月 「安全衛生方針」を宣言→トップによる意思表明

平成 19 年
リスクアセスメントに係るの教育、推進組織の立上げ、規程の

策定、規程に基づき推進員への教育

平成 20 年 1 月 労働安全衛生マネジメントシステム構築自社宣言
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　び環境について　対策を講じることが、可能になりました。

　〈失敗した事例〉

　　リスクアセスメントを導入した当初は、同じ設備であってもリスクをすべ

　て軽微な災害と見積もる職場とすべて重篤な災害と見積もる職場があり、事

　業場全体としてバラつきがみられました。

7 　「リスクアセスメント実施状況の記録と見直し」で成功した事例

　　リスクアセスメント実施状況の記録と見直しにより、進捗状況を適宣把握

　することができ、計画についても適切な時期に策定、見直しを図ることがで

　きました。また、その実施により、各職場の職長等が他の職場のリスクアセ

　スメント実施状況を確認することもでき、各職場が積極的にリスクアセスメ

　ントを実施するようになりました。

8 　リスクアセスメントの効果

　　労使共に安全衛生に対する意識が高揚し、一致協力して機械設備のリスク

　の低減と労働災害防止しようとする気運が高まりました。

　　リスクアセスメントを行なうことで、職場にあるリスク ( 特に残留リスク )

　を意識した上で、作業を安全に遂行する方法等を作業者自らが考えるように

　なりました。
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